
さがみ野中央病院
☎046-２33-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

お問合せ

事前に視聴方法をご確認ください

インターネットの
動画で無料視聴
ができます。

視聴方法は、
必ず事前に当院のホームページを
ご覧ください。

さがみ野　医学講座 検索

ご存知ですか？ 胃カメラで分かる病気と治療
　当院の診療部長の反町仁一医師が、
食道・胃・十二指腸・胆管で多い疾患を紹
介し、病態に対する上部内視鏡（いわゆる
「胃カメラ」）を用いた検査と治療内容に
ついて、実際の症例を画像で示しなが
ら、わかりやすく説明します。

参加無料参加無料オンライン医学講座
講 

師

日 時

会 場

７月28日（水）14：00から
インターネット配信により各ご自宅で

さがみ野中央病院
診療部長  消化器内科

反町 仁一 医師

大和成和病院
☎046-２７８-３855
神奈川県大和市南林間9-8-2

お問合せ

総務課
直通( ( ＱＲコード

QRコードで当院ホームページへ！

インターネットの動画で講座に
無料で参加できます。

               受講方法は、
                   ホームページを
　　　　   ご覧ください。

　日本では、高齢人口の増加によって、
国内の手術件数が年々、増えています。
手術で重要な役割を果たす麻酔科の医
師が、病気の早期発見と早期治療の重
要性について、医学的観点から講義を
行ないます。是非、ご視聴ください。

手術の安全性を保つための麻酔科医の役割 
～麻酔の必要性～

オンライン医学講座 参加無料参加無料

７月28日（水）13：00から
会 場

日 時

インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

大和成和病院
麻酔科 部長

米谷 聡 医師

　
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
は
、海
老
名
市
・
座
間
市
・

大
和
市
・
綾
瀬
市
か
ら
の
救
急
搬
送
に
、
夜
間
・
休

日
を
問
わ
ず
対
応
し
て
い
る
地
域
病
院
で
す
。

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。「
海

老
名
市
救
急
輪
番
」
を
担
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
救
急
医
療
へ
の

貢
献
度
が
わ
か
り
ま
す
。

整
形
外
科
や
内
科
外
来
で
も

　

ま
た
同
院
で
は
、
通
常
時
間
帯

に
お
い
て
も
緊
急
性
の
高
い
症
例

に
は
、
各
診
療
科
が
迅
速
な
処
置

対
応
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
整
形
外
科
で
は
、「
大

腿
骨
頚
部
骨
折
」「
脊
椎
圧
迫
骨

折
」な
ど
の
骨
折
や
炎
症
に
対
し
、

救
急
対
応
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
科
で
は
、
消
化
管
出
血
に
対

す
る
緊
急
の
内
視
鏡
検
査
・
治
療

や
、
胆
道
系
の
炎
症
、「
肺
炎
」

な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
、
尿
路
感

染
症
、「
心
不
全
」「
不
整
脈
」
な

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
や
経
口
補
水
液
も
摂
取
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
体
を
冷
や
し
た
り
、

水
分
を
取
っ
て
も
回
復
せ
ず
、
頭

痛
・
吐
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
な
ど

の
症
状
が
あ
る
時
は
、
必
ず
病
院

へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
意
識
が
な
い
、
呼
び

か
け
に
対
し
て
返
事
が
お
か
し

い
、
け
い
れ
ん
し
て
い
る
、
手
足

が
動
か
な
い
と
い
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
す
。
即
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ど
に
、
入
院
措
置
を
含
め
た
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
急
性
心
筋
梗
塞
」「
解
離
性
大

動
脈
瘤
」「
致
死
性
不
整
脈
」「
間

質
性
肺
炎
」
な
ど
の
重
篤
な
場
合

や
、
脳
神
経
的
緊
急
疾
患
な
ど
の

専
門
的
高
度
医
療
を
要
す
る
場
合

も
、
専
門
機
関
へ
の
紹
介
を
含

め
た
丁
寧
な
対
応
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。〈
取
材
協
力
・
同
院
☎

０
４
６・２
３
３・５
１
１
０
〉

な
症
状
が
発
生
し
ま
す
。

　

熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
対
処
方
法
は
、
状
態
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

筋
肉
痛
か
ら
意
識
不
明
ま
で

　

立
ち
く
ら
み
・
筋
肉
痛
・
こ
む

ら
返
り
と
い
っ
た
症
状
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
、
日
陰
や
扇
風
機
・
エ

ア
コ
ン
が
あ
る
部
屋
な
ど
の
涼
し

い
場
所
に
移
動
し
ま
す
。
暑
さ
を

回
避
す
る
た
め
に
衣
服
を
脱
ぎ
、

さ
ら
に
氷
嚢
や
冷
却
枕
で
体
を
冷

や
し
ま
す
。
特
に
首
や
脇
の
下
、

太
も
も
の
付
け
根
を
冷
却
す
る
こ

24
時
間
３
６
５
日
の
対
応

　

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
に
あ
る

「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
＝
写
真

＝
は
、
海
老
名
市
の
ほ
か
、
隣
接

す
る
座
間
市
・
大
和
市
・
綾
瀬
市

の
救
急
隊
か
ら
の
搬
送
を
、
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
院
は
、
24
時
間
３
６
５
日
に

わ
た
っ
て
対
応
が
可
能
な
た
め
、

地
域
の
救
急
医
療
の
た
め
に
、
な

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
今
年

の
夏
も
、
例
年
の
よ
う
に
猛
暑
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下

で
は
、
体
温
の
調
整
機
能
を
乱
し

た
り
、
体
内
の
水
分
・
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
原
因
で
熱
中
症
は
引
き
起
こ
さ

れ
、
体
温
の
上
昇
や
め
ま
い
、
け

い
れ
ん
、
頭
痛
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

熱
中
症
の
危
険
段
階
と
そ
の
対
処
法

さ
が
み
野
中
央
病
院

　

 

県
央
エ
リ
ア（
海
老
名
・
座
間
・
大
和
・
綾
瀬
）の

                         

頼
れ
る「
救
急
搬
送
病
院
」

す
ぐ
に
専
門
病
院
へ
！

「
刃
物
で
裂
か
れ
た
よ
う
な
背
中
痛
」は
大
動
脈
解
離

大
和
成
和
病
院
　
関 

宏  
医
師

　

  

大
動
脈
解
離
の
治
療
は

　
　

  　
　

 

発
症
部
位
に
よ
っ
て
特
殊
手
術
も

　

体
内
に
流
れ
て
い
る
最
も
太
い
血
管
で
あ
る
大
動
脈
。
喫
煙
な
ど
で
動
脈
硬
化

を
起
こ
し
、
こ
の
血
管
の
内
部
に
亀
裂
が
入
っ
て
し
ま
う
「
大
動
脈
解
離
」
は
、

突
き
刺
さ
る
よ
う
な
強
い
痛
み
が
あ
り
、
治
療
法
も
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

背
中
に
激
痛
が
は
し
る
病
気
・
大
動
脈
解
離
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
「
大
和

成
和
病
院
」
で
、
手
術
を
担
当
し
て
い
る
関
宏
医
師
（
心
臓
血
管
外
科
）
に
、
こ

の
病
気
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

大
動
脈
解
離
と
い
う
病
気
は
、

ど
こ
で
解
離
が
起
き
た
か
に
よ
っ

て
治
療
や
予
後
が
異
な
り
ま
す
。

▽
脳
へ
行
く
血
管
の
手
前
の
心
臓

　
側
の
大
動
脈
で
解
離
が
発
生

　
　
　
〔
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
Ａ
型
〕

　
Ｑ
．
大
動
脈
と
は
、
ど
の
よ
う

な
血
管
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
心
臓
か
ら
拍
出
さ
れ
た
血

液
を
全
身
に
供
給
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
が
大
動
脈
で
す
。

　

大
動
脈
の
壁
は
、
三
層
構
造

〈
内
膜
／
中
膜
／
外
膜
〉
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
、
喫
煙
な
ど
が
原

　

急
死
に
つ
な
が
る
合
併
症
の
発

生
率
が
高
く
、
救
命
に
は
、
緊
急

手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
脳
へ
行
く
血
管
の
手
前
で
は
解

　
離
が
な
く
、
そ
の
先
で
発
生

　
　
　
〔
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
Ｂ
型
〕

因
で
、
動
脈
硬
化
性
の
病
変
を
も

た
ら
し
、
こ
の
壁
が
弾
力
性
を
失

う
と
、
構
造
の
破
綻
を
き
た
し
や

す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
血
管
の
病
気
の
一
つ
で
あ

る
「
大
動
脈
解
離
」
は
、
こ
の
内

膜
に
亀
裂
（
エ
ン
ト
リ
ー
）
が
入

り
、
壁
の
三
層
構
造
の
中
に
血
液

が
入
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
発

生
し
ま
す
。
内
膜
が
外
膜
か
ら
外

れ
、
内
側
に
剥
が
れ
る
（
解
離
す

る
）
病
気
で
す
。

　
Ｑ
．
大
動
脈
解
離
は
、
と
て
も

痛
い
病
気
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
大
動
脈
は
人
間
の
体
の
背

中
側
を
通
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

症
状
は
「
突
然
、
背
中
を
刃
物
で

裂
か
れ
た
よ
う
な
強
い
痛
み
」
と

し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

前
胸
部
や
肩
、
背
中
の
激
痛
の
ほ

か
、
心
臓
の
弁
に
逆
流
を
生
じ
さ

せ
て
血
流
不
全
と
な
り
、
失
神
・

け
い
れ
ん
・
腹
部
や
足
部
の
痛
み

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

解
離
し
た
血
管
は
、
一
部
は
外

膜
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

破
裂
や
、
薄
く
な
っ
て
「
瘤
」
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　

破
裂
の
危
険
性
が
高
く
な
く
、

血
流
不
全
が
起
き
て
い
な
い
場
合

は
、
血
圧
を
下
げ
て
安
静
を
保
つ

治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

超
低
体
温
や
脳
分
離
の
方
法

　

治
療
で
は
、
ま
ず
は
痛
み
を
和

ら
げ
、
破
裂
や
大
動
脈
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
の
薬
物
療
法
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

そ
し
て
裂
け
目
が
心
臓
に
近
い

大
動
脈
に
及
ん
で
い
る
〔
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
Ａ
型
〕
の
解
離
の
場
合

は
、
緊
急
手
術
と
な
り
、
超
低
体

温
や
脳
分
離
と
い
っ
た
特
殊
な
方

血
液
が
流
れ
る
べ
き
空
間
が
潰
さ

れ
て
し
ま
い
、
血
流
が
悪
化
し
て

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
大
動
脈
解
離
の
診
断
方
法

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
大
動
脈
解
離
の
診
断
は
、

主
と
し
て
、
造
影
剤
使
用
の
Ｃ
Ｔ

検
査
が
多
い
の
で
す
が
、
必
ず
し

も
典
型
的
な
背
中
の
痛
み
を
有
す

る
と
は
限
ら
ず
、
診
断
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
恐
ろ
し
い
も
の
な

の
で
、
当
院
（
大
和
成
和
病
院
）

の
よ
う
な
専
門
病
院
で
の
治
療
が

必
要
で
す
。
是
非
、
循
環
器
を
専

門
と
し
て
い
る
当
院
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
取
材
協
力
・
大
和
成
和
病
院

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

小
田
急
江
ノ
島
線
「
南
林
間
駅
」

「
鶴
間
駅
」
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
あ
り

法
を
併
せ
て
行
な
う
人
工
血
管
置

換
術
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
病

状
に
よ
っ
て
、
人
工
血
管
に
置
換

す
る
範
囲
は
異
な
り
ま
す
。

　
〔
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
Ｂ
型
〕
の

解
離
の
よ
う
に
、
手
術
を
せ
ず
に

急
性
期
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
一
度
薄
く
な
っ

た
血
管
の
壁
は
、
血
圧
に
よ
る
影

響
を
受
け
て
ゆ
っ
く
り
と
広
が
る

こ
と
が
あ
り
、
瘤
と
し
て
拡
大
し

た
場
合
は
、
破
裂
予
防
の
た
め
に

治
療
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血

管
内
治
療
や
、
人
工
血
管
置
換
術

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

原
因
は
生
活
習
慣
に

　

大
動
脈
解
離
の
主
な
原
因
は
、

動
脈
硬
化
と
高
血
圧
で
す
。
さ
ら

に
近
年
で
は
、
閉
塞
性
の
睡
眠
時

無
呼
吸
が
、
大
動
脈
解
離
な
ど
の

心
血
管
疾
患
に
関
し
て
「
ハ
イ
リ

ス
ク
要
因
」と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（心臓）（心臓）

脳へ脳へ
解離
 範囲解離

 範囲

スタンフォードA型 スタンフォードB型

大動脈大動脈
大動脈で解離が発生！

外膜

中膜

内膜

正常な血管正常な血管

本来の血管腔
内膜の裂け目

解離解離

大動脈の解離状態と発生部位（イメージ）

大和成和病院
心臓血管外科
関 宏 医師
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会 場

定 員

シニアレジデンス町田
１5名（事前申込制・定員になり次第、締切）

感染対策を講じ
て開催

毎回大人気!

7月25日（日）
セミナー「失敗しない老人ホームの選び方」無料

１3：3０～１5：30

老人ホームの種類と特徴、費用、選び方のポイントなどが学べます！

見学会やセミナーの申込み

ホームページ

０120-８６-６５３４
東京都町田市小山ヶ丘1‒3‒8

www.fureai-g.or.jp/s-residence/

フリーダイヤル

シニアレジデンス町田 検索⬅

「ふれあいグループ」傘下の17病院が支援

メディカルネットワーク体制
医療法人社団 康心会

ふれあい町田ホスピタル、（同）リハビリテーションセンター
24時間365日
介護・医療の一体化

病院・リハビリセンター
を併設

全室キッチン完備

入居者専用レストラン 広々とした廊下

緊急時は医師が往診対応

手術 検査 入院 通院 リハビリ 透析

グループ
病院

看護 介護 生活
相談

シニア
レジデンス
町田

外来・救急 往診・検診

個別見学会では、ご希望で当日の施設昼食を試食できます！

介護付有料老人ホーム

シニアレジデンス町田

● 病院併設のため、土日・夜間も医師が同じ建物に
　常駐し、緊急時も安心
● 医療グループが運営する施設のため、専属ケアマネのケアプランや
　療法士によるリハビリなど、介護と医療を包括的に提供
● 急ぎの入居でも、専門相談員が迅速に対応し、
　一時的なショートステイの利用も可能
● 要望に応じて、随時、個別見学会を開催（送迎にも対応※要相談）

メディカルネットワーク ▶

ココ

相模原駅

多摩境駅

南大沢駅
小山長池
トンネル南

コストコ

橋本駅橋本駅

京
王
線

京
王
線

JR横浜線JR横浜線

小山小山 町田街道町田街道

★

★

★
施設周辺MAP

★ 無料シャトルバス
JR相模原駅（日祝除く）、
京王線南大沢駅・多摩境駅から運行中

　

○
…
「
心
臓
専
門
の
当
院
で

の
診
療
は
、
医
師
人
生
に
お
い

て
大
き
な
キ
ャ
リ
ア
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
、
私
が
所
属

す
る
『
心
臓
血
管
外
科
』
で

は
、
主
任
部
長
が
医
局
の
先
輩

に
あ
た
る
田
畑
美
弥
子
医
師
で

あ
り
、手
技
や
治
療
方
針
な
ど
、

多
く
を
学
び
、
そ
れ
を
同
じ
現

場
で
還
元
で
き
る
環
境
で
す
」。

大
学
病
院
の
勤
務
を
経
て
、
昨

年
、
大
和
成
和
病
院
に
着
任
。

人
工
弁
置
換
術
や
、
僧
帽
弁
形

成
術
、
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
、

人
工
血
管
置
換
術
な
ど
、
同
院

で
実
施
す
る
ほ
と
ん
ど
の
心
臓

手
術
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
同
院
に
つ
い
て
、「
ど

の
病
院
で
も
、
同
じ
心
臓
を
扱

う
内
科
（
循
環
器
内
科
）
と
、

外
科
（
心
臓
血
管
外
科
）
は
、

一
つ
の
病
気
に
対
し
て
、
例
え

ば
冠
動
脈
の
ス
テ
ン
ト
術
（
循

環
器
内
科
が
担
当
）
か
、
そ
れ

と
も
バ
イ
パ
ス
術
（
心
臓
血
管

外
科
が
担
当
）
か
な
ど
、
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
部
分
が
あ
る

の
で
す
が
、
当
院
で
は
、
お
互

い
の
長
所
を
活
か
し
な
が
ら
、

患
者
さ
ま
に
最
適
な
診
療
方
針

を
考
え
進
め
て
い
く
と
こ
ろ

が
、素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

両
診
療
科
が
互
い
に
敬
意
を
も

ち
、
全
面
的
に
信
頼
し
合
っ
て

い
る
の
で
、
病
院
を
あ
げ
て
、

よ
り
的
確
な
治
療
法
を
ス
ム
ー

ズ
に
提
案
で
き
る
体
制
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
患
者
さ
ま
に

と
っ
て
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

す
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

○
…
外
科
医
と
し
て
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
、

「
メ
ス
を
握
る
職
業
で
す
が
、

『
た
だ
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
す

る
手
技
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が

許
さ
れ
る
の
は
、
医
師
と
し

て
、
臓
器
の
仕
組
み
や
反
応
、

人
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を

理
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

“
医
”
は
科
学
で
あ
る
』
と
い

う
格
言
を
念
頭
に
お
い
て
、
現

場
に
臨
ん
で
い
ま
す
」
と
答
え

ま
す
。
診
察
で
は
、「
ご
本
人

に
と
っ
て
、
ピ
ン
と
来
な
い
言

葉
は
避
け
る
よ
う
に
」
と
心
掛

け
、
必
要
に
応
じ
て
イ
ラ
ス
ト

で
も
説
明
。
ニ
ッ
コ
リ
し
た
笑

顔
が
印
象
的
な
医
師
で
す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
メ
ス
を
握
る
外
科
医
と
し
て

　
　
　 

忘
れ
て
は
い
け
な
い
信
念

服部 薫 医師
 （はっとり かおる）　　　　

大和成和病院
【心臓血管外科】

日本外科学会 外科専門医
心臓血管外科専門医認定機構

                           心臓血管外科専門医

弁
膜
症
の
鍵
を
握
る「
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」

　

最
近
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
啓
発
活
動
が
盛
ん
な
「
弁
膜
症
」。
こ
れ
は
、
心

臓
の
弁
が
十
分
に
機
能
し
な
い
こ
と
で
血
流
が
悪
化
し
、
心
臓
機
能
が
低
下
す
る

病
気
で
す
。
循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病
院
で
は
、
弁
膜
症
の
専
門
外
来
を
設
け
、

心
臓
血
管
外
科
の
主
任
部
長
・
田
畑
美
弥
子
医
師
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
る
ポ

ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
心
臓
に
は
、
血
液
を
送
る
４
つ

の
部
屋
〔
右
心
房
／
右
心
室
／
左

心
房
／
左
心
室
〕
が
あ
り
、
各
出

疲
れ
や
す
い
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
弁
膜
症
は
じ
わ
じ
わ
と

進
行
す
る
の
で
、
体
が
慣
れ
て
し

ま
い
、
自
分
で
は
認
識
で
き
な
い

人
も
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
場
合
、

健
康
診
断
な
ど
で「
心
雑
音
あ
り
」

と
の
結
果
を
見
て
、
初
め
て
驚
く

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

進
行
す
る
と
心
臓
全
体
に
影
響

　

弁
膜
症
は
、
軽
症
の
う
ち
は
、

薬
で
緩
和
・
抑
制
す
る
内
科
治
療

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
進
行
す
る

と
、
心
筋
（
心
臓
の
筋
肉
）
に
も

障
害
を
起
こ
し
、
心
臓
全
体
の
機

能
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

状
態
で
は
、
手
術
で
心
筋
の
障
害

を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、

心
臓
機
能
も
同
様
の
結
果
と
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
外
科
治
療
の
な
か
で

も
、
人
工
弁
に
取
り
か
え
る
「
弁

置
換
術
」
や
、
自
分
の
弁
を
温
存

し
て
治
す
「
弁
形
成
術
」
な
ど
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
に
は
血
液
が
逆
流
し
な
い
よ
う

に
弁
が
つ
い
て
い
ま
す
。
一
方
通

行
の
ド
ア
の
よ
う
に
開
閉
す
る
こ

の
弁
の
働
き
に
よ
っ
て
、
血
液
は

次
の
部
屋
に
正
し
く
流
れ
、
ま
た

大
血
管
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
弁
に
障

害
が
起
き
、
機
能
が
果
た
せ
な
く

な
っ
た
状
態
が
、「
弁
膜
症
」で
す
。

弁
膜
症
は
大
き
く
２
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
狭き
ょ
う
さ
く
窄
…
弁
の
開
き
が
悪
く
、

血
液
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
る

　
　
　
例
・
大
動
脈
弁
狭
窄
症

◇
閉
鎖
不
全
…
弁
の
閉
じ
方
が
不

完
全
で
、
血
液
が
逆
流
す
る

　
　

例
・
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症

　

症
状
は
、
動
悸
／
息
切
れ
／
胸

痛
／
呼
吸
困
難
／
足
の
む
く
み
／

大
和
成
和
病
院
の「
弁
膜
症
外
来
」

　

心
臓
な
ど
の
循
環
器
を
専
門
と

す
る
「
大
和
成
和
病
院
」
で
、
弁

膜
症
の
専
門
外
来
を
担
当
し
て
い

る
田
畑
美
弥
子
医
師
の
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
（
田
畑
医
師
）「
弁
膜
症
の
治
療

は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
と
治
療

方
法
の
選
択
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

　

大
和
成
和
病
院
の
『
心
臓
弁
膜

症
専
門
外
来
』（
毎
週
金
曜
日
・

午
後
）
は
、
心
臓
弁
膜
症
を
抱
え

る
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が
、
適
切

な
治
療
を
受
け
る
た
め
に
開
設
し

て
い
る
専
門
の
診
療
枠
で
す
。

　
『
心
臓
の
弁
が
悪
い
』
と
言
わ

れ
た
方
や
、
心
臓
手
術
を
す
す
め

ら
れ
考
え
込
ん
で
い
る
方
、
手
術

心臓の弁と弁膜症のイメージ

正常

弁膜症

弁膜症
狭窄

閉鎖不全

右心房右心房

左心房左心房

大動脈大動脈 肺動脈肺動脈

右心室右心室
左心室左心室

肺動脈弁

三尖弁

大動脈弁 僧帽弁

の
時
期
を
迷
わ
れ
て
い
る
方
、
心

臓
手
術
全
般
や
『
弁
形
成
術
』『
人

工
弁
置
換
術
』『
低
侵
襲
心
臓
手

術
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）』
に
つ
い
て
知

り
た
い
方
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
と
し
て
受
診
し
た
い
方
な
ど
、

当
院
へ
は
、
相
談
だ
け
で
も
ご
遠

慮
な
く
お
か
か
り
く
だ
さ
い
」

好
機
を
逃
さ
な
い
こ
と
が
大
事

　
（
続
く
）「
受
診
者
さ
ま
に
多
い

の
が
、『
心
雑
音
を
指
摘
さ
れ
た
』

と
い
う
相
談
で
す
。こ
の
場
合
は
、

専
門
医
に
よ
る
心
エ
コ
ー
検
査
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
受
診
く
だ
さ
い
。
特
に
『
大
動

脈
弁
狭
窄
症
』
や
『
僧
帽
弁
閉
鎖

不
全
症
』
は
、
徐
々
に
進
行
す
る

た
め
に
、
自
覚
が
乏
し
い
疾
患
で

す
。
こ
れ
に
は
、
専
門
医
が
聴
診

と
心
エ
コ
ー
検
査
を
行
な
い
、
診

断
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
弁

膜
症
は
、
手
術
治
療
な
ど
で
完
治

を
目
指
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
多
く
の
方

が
、
手
術
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
状
況
で
す
。
当
院
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
弁
膜
症
の
治
療
・
執

刀
経
験
を
踏
ま
え
、
患
者
さ
ま
お

一
人
お
ひ
と
り
に
適
し
た
治
療
方

針
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

弁
膜
症
は
、
専
門
医
に
よ
る
診

断
と
、
適
切
な
手
術
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す

の
で
、
症
状
が
落
ち
着
い
て
い
る

方
も
、
専
門
外
来
で
の
定
期
的
な

受
診
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

南
林
間
駅

大和成和
病院
大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

小松原
イオンモール

大和西高
南林間中
十一条
通り

郵便局

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

〒244-0806  神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

☎045-821-0115 入試事務室

東戸塚キャンパス

湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

東戸塚

東戸塚キャンパス

石
川
町
駅

元町・中華街駅

港
の
見
え
る
丘

公
園

山手公園

フェリス
女学院
中・高

フェリス
女学院大

首都高 中村川中村川

山手教会

山手西洋館

山手聖公会

横浜外国人墓地

アメリカ山公園

山手迎賓館フランス山

マリンタワー

yamate St.

motomatiSt.

Here!Here! 山手イタリア山
庭園

2022年４月
開設予定

      New Campus       New Campus       �      �2022202220222022横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

看護学科（一部）
         で使用予定

所在地：神奈川県横浜市
            中区山手町27

JR石川町駅から徒歩８分 または
みなとみらい線元町・中華街駅から徒歩12分

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
二学部［保健医療学部、薬学部］同時開催二学部［保健医療学部、薬学部］同時開催

８月28日土10：00～15：00 
11月20日土14：00～16：00
８月28日土10：00～15：00 
11月20日土14：00～16：00

６月26日土10：00～15：00 
８月６日金10：00～15：00
８月７日土10：00～15：00 

６月26日土10：00～15：00 
８月６日金10：00～15：00
８月７日土10：00～15：00 

～17病院＋51保健福祉施設がサポート～

湘南医療大学 Shonan University of Medical Sciences

６月２６日（土）
10：00～15：00

東戸塚キャンパス

Coming Soon!Coming Soon!オープンキャンパ
ス

日時

会場
薬学部
塩田 清二教授

担当科目
「解剖学」「生理学」ほか
研究分野
解剖学、組織細胞学

「ドライ症候群」（乾燥症）ではPACAPが重要である
ことを私たちは発見しました。この物質は、ドライアイ
や口腔内乾燥症、皮膚乾燥症などの予防や治療に役立つ
可能性があり、これを克服するための創薬を考えています。
国内だけでも数千万人もの患者さまがいる病気の治療
や予防の研究に興味はありませんか？

「ドライ症候群」（乾燥症）ではPACAPが重要である
ことを私たちは発見しました。この物質は、ドライアイ
や口腔内乾燥症、皮膚乾燥症などの予防や治療に役立つ
可能性があり、これを克服するための創薬を考えています。
国内だけでも数千万人もの患者さまがいる病気の治療
や予防の研究に興味はありませんか？

薬学部
東山 公男教授

担当科目
「有機化学」「有機化学実習」ほか
研究分野
医薬品化学、有機合成化学

「がん」の痛み（癌性疼痛）は、耐えがたいほ
どの強いものとして知られ、モルヒネなどの
鎮痛薬が使われますが、時として副作用が問
題となります。そこで当研究室では、モルヒネ
のように強力な鎮痛作用を有しながら、副作
用のない新しい鎮痛薬の開発を目指していま
す。一緒に、新薬の開発を行ないましょう！

「がん」の痛み（癌性疼痛）は、耐えがたいほ
どの強いものとして知られ、モルヒネなどの
鎮痛薬が使われますが、時として副作用が問
題となります。そこで当研究室では、モルヒネ
のように強力な鎮痛作用を有しながら、副作
用のない新しい鎮痛薬の開発を目指していま
す。一緒に、新薬の開発を行ないましょう！

薬学部
栗原 正明教授

担当科目
「創薬化学」「化学系実習」ほか
研究分野
有機化学、有機合成化学、創薬化学、計算機化学

コンピューターを用いて、薬の分子設計（ドラッグ
デザイン）を行ない、合成することで、新しい薬を作
る研究を行なっています。抗腫瘍薬、骨粗鬆症治療
薬などの研究について、薬を“デザインする”分野
を皆さんと共に広げていきたいです。

コンピューターを用いて、薬の分子設計（ドラッグ
デザイン）を行ない、合成することで、新しい薬を作
る研究を行なっています。抗腫瘍薬、骨粗鬆症治療
薬などの研究について、薬を“デザインする”分野
を皆さんと共に広げていきたいです。

ドライ症候群の
予防・治療法の開発

機能形態・
　病理学研究室

副作用のない
新しい鎮痛薬の開発

薬品製造
　　化学研究室

薬の分子設計による
新薬の研究

薬化学研究室

薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）

CH３

OHHO
H

H

H N

H
O

モルヒネ

ドライアイ状態

ノックアウトマ
ウスによる実験

ふ
れ
あ
い
の
町
田

　

介
護・医
療
の
施
設
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
一
敷
地
内
に
結
集

楽
し
い「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」
が
今
、増
え
て
い
る
！

も
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。

　

施
設
専
従
の
医
師
も
お
り
、
体

調
不
良
の
際
に
は
す
ぐ
に
対
応
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
じ
敷
地

内
に
あ
る
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い

町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
24
時

間
３
６
５
日
の
対
応
（
医
師
が
常

駐
）
が
可
能
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が

制
限
さ
れ
る
中
で
、
ご
高
齢
の
方

や
後
遺
症
を
抱
え
て
い
る
方
な
ど

が
、
当
施
設
で
少
し
で
も
心
地
良

い
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
丁
寧
な
サ
ー

ビ
ス
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」。

見
学・問
合
せ
／
ふ
れ
あ
い
の
町
田

☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０
１

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
７

Ｄ
Ｌ
）
の
維
持
・
向
上
を
は
か
り

ま
す
。
当
施
設
に
は
個
室
が
あ
る

の
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を

大
切
に
し
た
い
方
も
、
ご
安
心
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

▽
通
所
部
門

　

ご
自
宅
で
生
活
し
な
が
ら
、
日

中
だ
け
施
設
に
通
い
、
機
能
訓
練

な
ど
を
受
け
る
も
の
で
、『
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ

ア
）』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
当
施

設
で
は
、
国
家
資
格
を
有
す
る
療

法
士
が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
訓
練

を
行
な
う
こ
と
が
特
徴
で
、
経
過

を
把
握
し
な
が
ら
、
体
力
に
合
っ

た
内
容
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

専
属
の
医
師
・
栄
養
士
も

　
「
当
施
設
に
は
、
専
属
の
管
理

栄
養
士
が
お
り
、
入
所
・
通
所
と

療
法
士
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

　
「
当
施
設
（
ふ
れ
あ
い
の
町
田
）

で
は
、〈
入
所
〉
と
〈
通
所
〉
が

あ
り
ま
す
。

▽
入
所
部
門

　

最
終
目
標
を
『
自
宅
に
戻
る
こ

と
』
と
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い

た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
規
則
正
し
い
集
団
生
活
を

進
め
て
い
き
、日
常
生
活
動
作（
Ａ

　
（
施
設
ス
タ
ッ
フ
）「
介
護
老
人

保
健
施
設
『
ふ
れ
あ
い
の
町
田
』

は
、
短
期
間
の
入
所
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
か
ら
、
長
期
入
所
に
至

る
ま
で
、
利
用
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
、
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

ほ
か
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で

は
、な
か
な
か
対
応
が
難
し
い『
医

療
行
為
が
必
要
な
方
』
も
、
当
施

設
で
は
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
」

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
は
、
同
じ
敷
地
内
に
病
院
や
薬
局
、
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
や
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
を
は
じ

め
と
す
る
専
門
職
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
同
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

き
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

機
能
訓
練
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
国
家
資
格
を
も
つ
理
学

療
法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
が
行

な
い
、
利
用
中
に
提
供
さ
れ
る
昼

食
や
お
や
つ
は
、
管
理
栄
養
士
が

考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
、

と
い
っ
た
利
用
者
が
安
心
し
て
通

え
る
内
容
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
施
設
が
増
え
て
お

り
、現
在
の
感
染
症
流
行
下
で
は
、

特
に
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　

施
設
選
び
は
、
自
分
が
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
、
実
際
に
見
学
し
て
み
て
、

雰
囲
気
や
設
備
・
環
境
を
確
か
め

て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

の
で
す
。

食
事
も
レ
ク
も
充
実
化

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
運
動
機
能

の
維
持
・
向
上
を
目
指
す
た
め
の

も
の
で
す
が
、多
く
の
施
設
で
は
、

通
っ
て
く
る
利
用
者
に
、
時
間
内

に
よ
り
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
も
ら

お
う
と
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

利
用
時
間
は
、
お
お
む
ね
６
時

間
程
度
で
す
が
、
最
近
で
は
、
利

用
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
、
時
間
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

日
中
に
専
門
の
施
設
に
通
い
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
、
入

浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、「
デ
イ
ケ
ア
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
と
同
じ
介
護
サ
ー
ビ

ス
で
す
。普
段
は
自
宅
で
生
活
し
、

日常動作にそって機能訓練を実施

利用者のペースに合わせてサポートする

9：00

10：00

施設送迎車で自宅までお迎え

11：00 午前のレクリエーション

12：00
● 昼食
● 休憩・自由時間
● 口腔ケア

15：00
● おやつ
● 午後のレクリエーション
● 帰りのあいさつ

16：00  施設送迎車で自宅へお送り

13：30
● 入浴
● 自主活動（工作・手芸など）
● リハビリテーション

● 健康チェック
● 朝のあいさつ
● プログラムの紹介・説明
● 集団体操、集団リハビリなど

通所リハビリテーションの主なスケジュール
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ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

お問合せ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

…

事前に視聴方法をご確認ください

インターネット動画で
講座が視聴できます。
視聴方法は、
事前にQRコードから
当院のホームページを
ご覧ください。

　新型コロナウイルス感染症の予防対
策として、ワクチン接種がスタートしまし
た。このワクチンについて、どう向き合って
いくのかなど、医師の視点で皆さまにわ
かりやすく解説いたします。是非、ご視聴
いただき、予防意識を高めていきましょう。

新型コロナウイルス感染症の対策と予防について
～ワクチン接種について～

オンライン医学講座 参加無料参加無料

会 場

日 時

インターネット配信により各ご自宅で
７月２4日（土）13：00～14：00 講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

感染対策の徹底のため、
会場入場のご希望者は
お電話でご予約ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-
　77-5111（代表）

綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅、長後駅
かしわ台駅など
から路線バス

　社会の高齢化が進み、さらに肥満が増
加していることが原因で、近年、「食道裂
孔ヘルニア」という病気が増えています。
症状が悪化すると、投薬治療や手術が
必要になっていきます。この病気を解説
し、予防・治療法についてお伝えします。

食道ヘルニアについて ～逆流性食道炎の併発～

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料
日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟４階多目的室
７月29日（木）14：00～15：00 講 

師

綾瀬厚生病院
外科

田中 圭一 医師

そ
れ
、
手
の
病
気
か
も
…

指
の
し
び
れ
で
食
事
が
で
き
な
く
な
る

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

手
根
管
症
候
群
の
治
療
は
当
院
へ
！

整
形
外
科
部
長
　
小
竹
森 

一
浩 

医
師

が
小
さ
く
、
症
状
が
改
善
し
き
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
手

指
の
し
び
れ
や
痛
み
を
感
じ
た

ら
、
我
慢
せ
ず
に
医
療
機
関
で
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
日

で
も
早
く
、
整
形
外
科
の
手
の
専

門
医
が
い
る
当
院
（
ふ
れ
あ
い
町

田
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
を
ご
受
診
く
だ

さ
い
。
早
く
治
療
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
！
」。  　

 　
〈
取
材
協
力
〉

で
す
。
作
業
と
は
、
身
近
な
も
の

で
す
と
、
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー

ド
操
作
や
製
造
業
、
ス
ポ
ー
ツ
で

は
、
テ
ニ
ス
・
野
球
な
ど
が
該
当

し
ま
す
」

「
我
慢
し
な
い
」
が
肝
要

　
「
こ
の
病
気
を
簡
単
に
調
べ
る

『
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
』
＝
右
下
参

照
＝
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
安
な

方
は
、
是
非
、
行
な
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
し

び
れ
が
い
つ
も
よ
り
強
く
な
る

と
、
要
注
意
で
す
。
し
び
れ
を
抱

え
て
か
ら
、
長
い
期
間
が
経
過
し

て
い
る
方
や
、
親
指
の
筋
肉
が
痩

せ
始
め
て
い
る
方
は
、
治
療
効
果

　
（
小
竹
森
医
師
）「
手
指
の
し
び

れ
や
痛
み
を
主
な
症
状
に
も
つ

『
手
根
管
症
候
群
』
に
つ
い
て
、

お
話
し
ま
す
。

　

手
指
の
突
発
的
な
し
び
れ
や
痛

み
を
生
じ
る
病
気
で
、
妊
娠
・
出

産
期
や
更
年
期
の
女
性
に
多
く
起

き
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
な
に
か

の
病
気
や
け
が
を
き
っ
か
け
に
、

発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
、
手
首
を
酷

使
す
る
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て

い
る
方
に
も
、
生
じ
や
す
い
よ
う

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
手
根
管
症

候
群
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
部

長
の
小
竹
森
一
浩
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
つ
ま
み
動
作
に
支

障
が
出
る
と
、
一
般
的
に
重
症
に

な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

親
指
の
付
け
根
の
筋
肉
を
「
母

指
球
」
と
呼
び
、
つ
ま
み
動
作
を

行
な
う
際
に
大
き
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
掌
を
合
わ
せ
て
み
て
、
こ

の
親
指
の
付
け
根
の
筋
肉
を
見
た

と
き
に
、
ど
ち
ら
か
の
筋
肉
が
痩

せ
て
い
る
状
態（
筋
委
縮
）に
な
っ

て
、気
付
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
み
動
作
が
困
難
に
な
っ
て

い
た
り
、
こ
の
筋
肉
の
異
変
が
わ

か
る
よ
う
な
ら
、
手
を
専
門
と
す

る
医
師
（
整
形
外
科
医
）
に
、
早

く
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

り
、
思
わ
ず
手
を
振
り
た
く
な
る

よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
り
、
実
際

に
手
を
振
る
と
、
痛
み
が
楽
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

箸
を
使
っ
た
り
、字
を
書
い
た
り
、

ボ
タ
ン
を
か
け
る
な
ど
の
「
つ
ま

み
動
作
」が
困
難
に
な
る
こ
と
も
、

こ
の
病
気
の
症
状
で
す
。

つ
ま
み
動
作
の
障
害
は
重
症

　

は
じ
め
は
、手
指
の
し
び
れ
や
、

触
っ
た
感
じ
が
鈍
い
な
ど
の
知
覚

障
害
が
現
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

し
て
そ
れ
は
、
最
も
多
い
症
状
で

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

こ
の
症
状
が
出
な
い
場
合
も
あ
り

痛
み
で
思
わ
ず
手
を
振
る

　

手
の
病
気
「
手
根
管
症
候
群
」

は
、
親
指
か
ら
薬
指
の
半
分
（
中

指
側
）
と
、
親
指
の
付
け
根
の
掌

（
手
の
ひ
ら
）
側
に
、
し
び
れ
や

知
覚
障
害
が
出
ま
す
。
こ
れ
以
外

に
も
、
主
に
夜
、
し
び
れ
が
出
て

い
る
部
分
に
重
く
強
い
痛
み
が
あ

親
指

人
差
し
指

中
指 薬

指

小
指

手根管
横手根靭帯
おうしゅこんじんたい

けんしょう

しゅこんかん

しゃっこつしんけい

せいちゅうしんけい

尺骨神経

腱鞘正中神経
ふれあい町田ホスピタル

整形外科 部長
小竹森 一浩 医師

町田市小山ヶ丘1-3-8 ☎042-798-1121ふれあい町田ホスピタル
手のお悩みは…

しびれが強く出たら
整形外科へ！！

ファーレン・テスト

❶両手の手首を内側に
　 直角に曲げる
❷その両手の甲をつけて
    １分間維持する

手根管症候群セルフチェック

手
の
様
子（
概
略
イ
メ
ー
ジ
）

⁉

　

  

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は「
目
」に
も
顕
著
に

テ
レ
ワ
ー
ク
で
ド
ラ
イ
ア
イ
が
急
増

綾
瀬
厚
生
病
院

眼
科
常
勤
医
と
視
能
訓
練
士
が
新
し
く
着
任
！

手
術
治
療
の
開
始
へ

　

さ
ら
に
、
月
１
回
の
頻
度
で
、

白
内
障
手
術
と
同
時
に
で
き
る
緑

内
障
手
術（
低
侵
襲
緑
内
障
手
術
：

Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
）〔
横
浜
市
立
大
学
医

学
部
眼
科
主
任
教
授
・
水
木
信
久

医
師
に
よ
る
施
術
〕
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

眼
科
で
は
、
横
浜
市
立
大
学
附

属
病
院
の
ほ
か
、
近
隣
の
病
院
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
、
必
要
に

応
じ
て
専
門
医
の
紹
介
も
行
な
っ

て
お
り
ま
す
」。

ス
タ
ッ
フ
も
専
門
資
格
を
所
有

　

同
院
の
眼
科
に
は
、
今
春
、
視

能
訓
練
士
も
着
任
し
、
術
前
・
術

後
の
検
査
を
含
め
、
眼
科
の
診
療

内
容
を
さ
ら
に
充
実
化
さ
せ
て
い

ま
す
。

◇
綾
瀬
厚
生
病
院   

眼
科

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
の
各
午
前

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
※
予
約
制

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

症
に
対
す
る
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
の
硝

子
体
注
射
も
施
術
し
て
お
り
ま

す
」白

内
障
手
術
は
１
泊
２
日
で

　
「
現
在
、
当
院
で
は
、
白
内
障

手
術
を
実
施
す
る
た
め
、
最
新
鋭

の
手
術
機
器
の
導
入
を
決
定
し
、

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
整
い

次
第
、手
術
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

白
内
障
で
お
悩
み
の
方
は
、是
非
、

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
手
術

は
、
片
目
・
１
泊
２
日
（
ま
た
は

２
泊
３
日
）
で
行
な
い
ま
す
。

し
ま
す
。
着
任
し
た
西
迫
真
美
医

師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
西
迫
医
師
）「
綾
瀬
厚
生
病
院

の
眼
科
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た

幅
広
い
診
療
を
心
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　

外
来
で
は
、
結
膜
炎
・
ド
ラ

イ
ア
イ
な
ど
の
前
眼
部
疾
患
、

緑
内
障
、
糖
尿
病
網
膜
症
、
加

齢
性
黄
斑
変
性
症
を
は
じ
め
と

す
る
診
療
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
糖
尿
病
網
膜
症
、

網
膜
静
脈
閉
塞
症
に
と
も
な
う

黄
斑
浮
腫
、
加
齢
性
黄
斑
変
性

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
今
春

（
２
０
２
１
年
４
月
）
か
ら
常
勤

の
眼
科
医
師
が
着
任
し
、
入
院
を

と
も
な
う
手
術
治
療
が
ス
タ
ー
ト

　

綾
瀬
厚
生
病
院
に
、
常
勤
の
眼
科
担
当
医
・
西
迫
真
美
医
師
が
着
任
し
、
同
院

で
白
内
障
手
術
が
始
ま
り
ま
す
。
眼
科
の
専
門
資
格
を
も
つ
「
視
能
訓
練
士
」
も

そ
ろ
い
、
診
療
体
制
が
さ
ら
に
充
実
化
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

が
悪
く
な
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
か
ら
で
き
る
ケ
ア
方
法

　
「
ル
テ
イ
ン
」
が
含
ま
れ
て
い

る
ホ
ウ
レ
ン
草
や
、「
ア
ス
タ
キ

サ
ン
チ
ン
」
が
含
ま
れ
て
い
る
エ

ビ
、
カ
ニ
、
サ
ケ
な
ど
の
食
べ
物

は
、
目
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防
ぎ
、
眼

精
疲
労
や
老
眼
に
対
す
る
改
善
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
簡

単
に
で
き
る
ド
ラ
イ
ア
イ
の
ケ
ア

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
日
常
的
に

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

る
こ
と
も
、
原
因
の
一
つ
で
す
。

目
が
疲
れ
て
い
く
の
で
、
目
の
ピ

ン
ト
を
調
整
す
る
機
能
が
ま
ひ
し

て
し
ま
い
、若
年
層
で
も
「
老
眼
」

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

季
節
性
の
悪
化
も
あ
る

　

気
温
が
下
が
り
、
空
気
が
乾
燥

す
る
秋
・
冬
の
季
節
や
、
そ
の
よ

う
な
環
境
下
で
は
、
冷
え
て
目
の

周
り
の
血
行
が
悪
く
な
る
こ
と
か

ら
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
症
状
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
ぶ
た

か
ら
分
泌
さ
れ
る
涙
の
油
分
が
固

ま
っ
て
出
に
く
く
な
り
、
涙
の
質

の
画
面
を
見
て
い
る
時
は
、
人
間

は
ま
ば
た
き
の
回
数
が
減
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
目
は
疲
れ
、

涙
の
質
も
悪
く
な
り
、「
ド
ラ
イ

ア
イ
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
近
い
と
こ
ろ
ば
か
り
見
て
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
昨
年
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
が
増

え
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
例
し
て
、

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
に
悩
む
人
の
数

も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
は
、
目
の
症
状
と
し
て
現
れ
始
め
て

い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え
た
こ
と
で
、「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
を
う
っ
た
え
る
人

が
多
く
な
り
、
目
の
疲
労
は
、
世
代
を
越
え
て
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

目が
疲れやすい

目が乾いた
感じがする

目が
ゴロゴロする

なんとな
く

目に不快
感がある

物がかすんで

見える

目が
疲れやすい

目が乾いた
感じがする

目が
ゴロゴロする

なんとな
く

目に不快
感がある

物がかすんで

見える

眼
科
ス
タ
ッ
フ（
左・視
能
訓
練
士
）

ドライアイの主な症状

1 

最
初
に
手
の
ひ
ら
を
軽
く

     

こ
す
っ
て
温
め
ま
す
。

2 

ま
ぶ
た
を
閉
じ
ま
す
。

3 

温
ま
っ
た
手
を
、
軽
く
ま
ぶ 

     

た
の
上
に
の
せ
ま
す
。

4 

15
～
30
秒
ほ
ど
そ
の
ま
ま
に

    

す
る
と
、
目
の
周
り
の
血
行

    

が
よ
く
な
り
、ド
ラ
イ
ア
イ
や

    

疲
れ
目
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
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